
所　 属 ： 製造部　企画課
氏　 名 ： 厚労 太郎さん
取得期間： １回目：○○年○月○日～○月○日、２回目：○○年○月○日～○月○日
（取得したきっかけ）
（介護休業中、復帰に向けてどのように対応したか）
（復帰後の働き方と介護について）
（介護休業を取得した感想）
（仕事と介護の両立経験者からのメッセージ）

（記載例）≪入所施設を探す≫
所　 属 ： 製造部　企画課
氏　 名 ： 厚労 太郎さん
取得期間： 2025年７月15日～８月30日
（取得したきっかけ）
母親が自宅で転倒し骨折したため、約１か月間入院しました。
もうすぐ退院する予定ですが、寝たきりの状態だったので在宅で介護することは難しいため、施設を探すこととしました。
そこで、入院中の面会や世話、施設を決めるための諸手続等のために、介護休業を1か月半取得することにしました。≪休暇・休業の取得に関する制度の利用≫
また、休業期間中に要介護３の認定が出ました。

（介護休業中、復帰に向けてどのように対応したか）
施設は、頻繁に会いに行けるよう、自宅近くの有料老人ホームをいくつか見学しました。
その結果、通勤途中の通いやすい場所にある介護付き有料老人ホームにお世話になることとなり、入居手続を済ませ、９月から職場に復帰しました。
≪施設などで生活しながら受ける介護サービスの利用≫

（復帰後の働き方と介護について）
職場復帰後は、フレックスタイム制を利用し、週に１～２回は、朝や帰りに施設に立ち寄り、母親の顔を見に行くようにしています。≪就業時間の調整に関する制度の利用≫
（介護休業を取得した感想）
母親が入院して寝たきりになったと聞いたときには、このまま働き続けられるか不安もありましたが、上司に相談した際に親身になって話を聞いて、会社としてもキャリア継続を支援すると言っていただけたことがとてもありがたかったです。
介護休業に入る前には、それまで自分が担当していた業務を一時的に周囲の社員の皆さんに割り振り、引き継ぎの支援もしてくださったおかげで、安心して休業に入ることができました。
（仕事と介護の両立経験者からのメッセージ）
普段生活している中ではあまり現実味がないかもしれませんが、もしご家族の介護に皆さんが直面したときには、遠慮せず職場の上司や人事部に相談してください。会社の両立支援制度や介護保険制度などを活用して、ご家族が活き活きと暮らせる生活環境や、皆さん自身のキャリアに関する希望が実現するよう願っています。

（記載例）≪要介護者を看取る≫
所　 属 ： 営業部
氏　 名 ： 厚労 花子さん
取得期間： 2024年９月1日～９月30日
（取得したきっかけ）
父親が末期のがんで、余命１か月と宣告されました。入院していた父親の最期を、在宅で看取ることとし、仕事を休むこととしました。
退院に向けての調整や手続きを行うときから休業取得を開始し、亡くなるまでの1か月間の休業を取得することとしました。≪休暇・休業の取得に関する制度の利用≫
（介護休業中、復帰に向けてどのように対応したか）
在宅での医療体制は、24時間体制で看取りに対応してくれる在宅療養支援診療所に看てもらうことにして、訪問看護も24時間体制で対応してくれるところへ依頼しました。≪自宅で受ける医療サービスの利用≫
要介護認定を受けて、介護保険サービスで介護用ベッドや車椅子、スロープを利用（福祉用具貸与）しました。≪自宅で受ける介護サービスの利用≫
休業開始後、2週間を過ぎた頃、状態が悪化し、ほぼ寝たきりの状態になったため、要介護認定の区分変更手続きを行い、その結果、要介護2から要介護４に変更になりました。
訪問介護を週に５回利用し、食事の介助や清潔の保持を依頼し、介護の負担を軽減するように
していました。≪自宅で受ける介護サービスの利用≫
（復帰後の働き方と介護について）
父親を看取った後は、復帰し、休業取得前と同様の働き方に戻っています。
（介護休業を取得した感想）
住み慣れた我が家で、父親の最期を看取れたことは、父親にとっても、自分を含む家族にとっても良かったと感じています。
その際、ケアマネジャーからは、「介護など、何もかも自分で対応しようとするのではなく、
介護保険サービスをうまく利用して、寄り添っているという感覚でいてください」とアドバイスをもらっていたことで、少し気が楽になりました。
（仕事と介護の両立経験者からのメッセージ）
もし、ご家族の介護に皆さんが直面したときには、遠慮せず職場の上司や人事部に相談するようにしてください。また、会社の両立支援制度だけではなく、介護に関するサービス・支援や、
医療に関するサービス・支援などを上手に活用して、介護の負担がかかり過ぎないようにも
心がけるようにしてください。

1-(3)事例収集・提供(ⅰ)





介護休業取得事例記載例





介護休業の取得事例





【上司からのメッセージ】


　当課での介護休業取得は厚労さんが初めてでした。介護はいつ始まるか分からないとは正にそのとおりで、厚労さんから相談を受けたときは突然のことで驚きましたが、休業中に介護の体制を整えて、復帰後も仕事と介護を両立しながら引き続き活躍されており、頼もしく思います。


みなさんも、家族の介護に直面した場合は、いつでも相談してください。ひとりで抱え込まないことが大切です。





【上司からのメッセージ】


　当課での介護休業取得は厚労さんが初めてでした。介護はいつ始まるか分からないとは


まさにそのとおりで、厚労さんから相談を受けたときは突然のことで驚きましたが、


休業中に介護の体制を整えて、復帰後も仕事と介護を両立しながら引き続き活躍されて


おり、職場の同僚一同、大変助かっています。


みなさんも、家族の介護に直面した場合は、いつでも相談してください。ひとりで


抱え込まないことが大切です。





【上司からのメッセージ】


厚労さんから相談を受けたときは驚きましたが、介護を終えた後のライフプランも


考えて、キャリアの継続をどうやって図っていくかを一緒に考えました。


休業からの復帰後は一層の活躍をされていて、頼もしく思っています。


みなさんも、家族の介護に直面した場合は、いつでも相談してください。ひとりで


抱え込まないことが大切です。









